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　本書は肥前鹿島藩第 6 代藩主鍋島直郷（1718 ～ 1770）の随筆を翻刻したもので、原題
は『席珍』（鹿島市民図書館蔵）である。直郷は、祖父の第 4 代藩主直條の文事を継承す
べく、広く学問、詩歌の道に励んだ文人大名として知られる。
　『席珍』は延享元年（1744）5 月に鹿島を出て延享 4 年 6 月に戻るまで、また翌年の寛
延元年（1748）に江戸へ登った春までの参勤交代の間を記録する。原本はほぼ直郷の自
筆で、多岐に渡る直郷の文事情報収集の跡を辿ることができる貴重なものである。

さまざまな文事活動の記録
勅使烏丸光栄・冷泉為村を迎えた江戸歌壇の様子や、長幸寺の亨弁、長泉寺の
大邑通仙など寺のサロンに属する文人たち、肥前鹿島祐徳院ゆかりの者たちと
の交流が書き留められている。また琉球国和歌宗匠や寛延元年の朝鮮通信使の
姓名を書写するなど、『席珍』からは直郷の文事への強い意欲と多岐にわたる
情報網が知られる。

直郷がみた江戸の「当時」
直郷は江戸滞在中、吉宗還暦の祝いや将軍の代替わりにかかわる行事、桃園天
皇の即位、宝暦事件前の栄華の様子などを記し、政治の目まぐるしい動きを注
視していた様子がうかがえる。

　本書は、文人大名・鍋島直郷が、享保から宝暦への大きな時代の変革の様相を、その
中心地である江戸において写し取った随筆であり、日本近世史・近世文学史にとって新
見に繫がる要素が多々含まれている。
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三

　
　
海
潮
山2
、
道長崎本
和
尚3

　
　
之
筆
、

　
一
、座
鋪
、
床
掛
物
、
獅
子
岩
、

　
　
福
山
当
城
主
阿
部
伊
勢
守4�

」

　
　
筆
、
絵
馬
二
枚
、
是
又
一
枚

　
　
馬
絵
、
伊
州
親
父
備
中
守1

　
　
筆
、
又
一
枚
、
松
ニ
鷹
之
絵
、

　
　
則
当
城
主
筆
、
寺
ハ
五
山

　
　
派
、
堂
及
寺
之
奇
麗
之

　
　
儀
、
言
語
同
断
也
、

�

」

　
　
路
柳

い
と
な
か
き
春
を
心
の

　
　
　
　
　
　
　
道
な
へ
に

な
れ
て
休
ら
ふ
青
柳
の
陰

　
　
花
下
旅
宿

（2オ）（2ウ）

【
1
ウ
】
1
紀
伊
守
元
延
　
鍋
島
元
延
。
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
六
月
六
日
生
～
正
徳
四
年
（
一
七
一

四
）
五
月
晦
日
卒
、
二
十
歳
。
肥
前
小
城
鍋
島
藩
第
四
代
藩
主
。
三
代
元
武
の
次
男
。
幼
名
彦
松
、

三
平
。
従
五
位
下
、
は
じ
め
飛
驒
守
の
ち
加
賀
守
。
初
代
藩
主
元
茂
と
三
代
元
武
が
紀
伊
守
。
よ
っ

て
、「
紀
伊
守
」
は
「
加
賀
守
」
の
誤
り
か
。
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
正
月
、
家
督
を
継
ぐ
。
同
年

四
月
、
神
田
橋
門
番
を
命
ぜ
ら
せ
る
。
墓
所
は
小
城
市
星
厳
寺
。
奉
納
さ
れ
た
『
盤
台
寺
』
の
額
は
、

海
潮
山
盤
台
寺
本
堂
に
現
存
す
る
。

2
海
潮
山
　
山
号
「
海
潮
山
」
の
額
は
道
本
和
尚
筆
。

3
道
本
和
尚
　
道
本
寂
伝
。
康
煕
三
年
（
一
六
六
四
）
正
月
二
十
八
日
生
～
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）

十
二
月
二
十
六
日
寂
、
六
十
八
歳
。
黄
檗
僧
。
福
建
省
福
州
府
福
清
県
生
。
俗
姓
は
陳
。
号
は
茝
亭
。

享
保
四
年
（
一
七
一
九
）（
康
煕
五
十
八
年
）
渡
来
、
長
崎
崇
福
寺
六
代
住
持
と
な
る
。
享
保
十
三
年

（
一
七
二
八
）
黄
檗
へ
登
る
。
そ
の
後
、
長
崎
に
帰
り
、
同
十
五
年
、
万
寿
庵
（
の
ち
宝
寿
庵
と
改
め

る
）
に
入
る
。
詩
集
『
蕭
鳴
草
』、『
道
本
和
尚
詩
帖
』
が
あ
る
。
書
に
巧
み
で
中
国
古
来
の
伝
統
書

風
を
伝
え
た
。

4
阿
部
伊
勢
守
　
阿
部
正
福
。
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
六
月
六
日
生
～
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
十

月
十
七
日
卒
、
七
十
歳
。
福
山
藩
初
代
阿
部
正
邦
の
四
男
。
従
四
位
下
。
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）

伊
勢
守
。
翌
五
年
に
十
六
歳
で
家
督
を
相
続
。
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）、
朝
鮮
通
信
使
の
応
接
役
を

勤
め
る
。
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
に
大
坂
城
代
、
寛
延
元
年
隠
居
。

【
2
オ
】
1
伊
州
親
父
備
中
守
　
阿
部
正
邦
。
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
四
月
十
九
日
生
～
正
徳
五
年

（
一
七
一
五
）
正
月
二
十
七
日
卒
、
五
十
八
歳
。
福
山
藩
初
代
藩
主
。
阿
部
正
福
の
父
。
従
五
位
下
、

備
中
守
。
阿
部
氏
は
徳
川
譜
代
の
重
臣
。
天
和
元
年
岩
槻
か
ら
丹
後
宮
津
、
下
野
宇
都
宮
、
宝
永
七

年
備
後
福
山
へ
国
替
。

席
珍

二

�

（「
西
園
翰
墨
林
」
印
）　

一
、五月
十
八
日

安
藝
只
海 1

八
幡
宮2
、

　
社
司
八
幡
掃
部3
ト
云
、

　
右
　
五
鰭4
門
弟
ニ
テ
、
京
江

　
七
八
年
茂
有
之
、
三
種

　
神
籬5
マ
テ
相
承
ス
ト
云
、

　
　
　
右
、
以
井
長
盈6
、
尋
之7
、

一
、五月
十
九
日

備
後
阿
伏
兎8
江
参
詣
ス
、

　
縁
起
ア
リ
一
覧
之
ス
、�

」

　
又
一
枚
紙
ニ
略
縁
起
ア
リ
、

　
求
之
、
寺
号
、
盤
臺
寺
、

　
本
尊
十
一
面
観
音
、
但石

　
　
仏
ニ
テ
面
像
等
不
分
明
、　

　
　
額
盤
臺
寺
、
鍋
島

　
　
紀
伊
守
元
延1
朝
臣

　
　
之
筆
也
、
又
額
ア
リ
、

（1オ）（1ウ）

【
1
オ
】
1
五
月
十
八
日��

五
回
目
の
参
勤
に
よ
り
五
月
五
日
、
鹿
島
を
出
立
。
五
月
十
八
日
、
安
藝

只
海
の
船
中
泊
。「
延
享
元
年
甲
子
、
五
月
五
日
、
鹿
邑
ヲ
発
シ
、
六
月
十
二
日
着
府
シ
玉
フ
。
頭

人
犬
塚
図
書
、
用
人
田
中
五
郎
兵
衛
、
留
守
犬
塚
嘉
右
衛
門
」（『
直
郷
年
譜
』）。
ま
た
、
直
郷
自
筆

稿
本
に
「
延
享
元
五
月
五
日
、
故
郷
を
出
た
る
に
松
蔭
社
に
詣
て
、
た
つ
旅
に
麻
と
り
あ
へ
す
祈
る

哉
わ
か
松
か
け
の
み
や
ま
も
り
ま
せ
」『
前
四
年
楓
園
集
一
』（
祐
徳
稲
荷
神
社
蔵
中
川
文
庫
。
以
下

「
中
川
文
庫
」
と
略
す
）
と
あ
る
。

2
只
海
八
幡
宮��

現
在
は
忠
海
開
発
八
幡
神
社
（
竹
原
市
忠
海
中
町
）。
貞
観
十
八
年
（
八
七
六
）
に
宇
佐

大
神
の
分
霊
を
迎
え
た
。
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
神
殿
を
再
興
、
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
に
も
修

復
。
末
社
に
は
祇
園
社
、
琴
比
良
社
、
厳
島
社
等
が
あ
る
。

3
八
幡
掃
部��

玉
木
正
英
の
弟
子
。
京
に
て
七
～
八
年
学
び
三
種
神
籬
を
正
英
よ
り
相
伝
。
安
藝
只
海

八
幡
宮
社
司
。
直
郷
が
只
海
八
幡
宮
に
立
ち
寄
っ
た
の
は
、
神
道
の
同
門
の
縁
に
よ
っ
て
で
あ
ろ
う
。

4
五
鰭
　
玉
木
正
英
。
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
十
二
月
七
日
生
～
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
七
月
七
日

没
、
六
十
七
歳
。
兵
庫
。
別
号
は
、
葦
斎
、
潮
翁
、
五
十
鰭
翁
、
谷
鶯
老
人
、
谷
鶯
山
人
、
五
鰭
霊

社
。
京
都
の
人
。
正
親
町
公
通
に
垂
加
神
道
を
学
ぶ
。
主
著
に
『
鳴
弦
極
秘
伝
』『
原
根
録
』『
神
代

巻
藻
塩
』
な
ど
。
門
下
に
谷
川
士
清
、
跡
部
良
顕
、
岡
田
正
利
な
ど
が
い
る
。

5
三
種
神
籬��

玉
木
正
英
著
『
自
従
抄
』
収
載
の
『
三
種
神
籬
之
伝
』
を
さ
す
。
こ
の
中
に
は
、『
三

種
神
宝
傳
』
の
他
に
、『
剱
玉
誓
約
伝
』『
神
籬
磐
境
伝
』
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。

6
長
盈
　
霜
村
長
盈
。
彦
兵
衛
。
ま
た
井
手
長
盈
と
も
。
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
生
、天
明
七
年
（
一

七
八
七
）
六
十
四
歳
、
没
年
未
詳
。
直
郷
の
侍
臣
。
直
郷
か
ら
垂
加
神
道
の
伝
授
を
受
け
る
。
和

学
・
漢
学
に
秀
で
、
直
郷
の
命
で
、
静
斎
に
従
学
。
そ
の
後
、
江
戸
藩
邸
に
て
、
静
斎
に
よ
る
直
郷

へ
の
講
義
の
口
述
を
、
寛
延
三
年
か
ら
宝
暦
三
年
に
か
け
て
筆
録
し
、
宝
暦
六
年
『
秉
筆
録
』
四
冊

（
中
川
文
庫
）
に
ま
と
め
た
。
跋
文
も
長
盈
。
国
学
で
は
、
賀
茂
真
渕
に
入
門
。
真
淵
の
『
県
居
門
人

録
』
に
は
「
宝
暦
十
三
年
十
月
二
十
六
日
　
同
所
（
青
山
鹿
島
藩
邸
）
家
臣
　
霜
邨
彦
兵
衛
（
長
盈
）」

と
あ
る
。
ま
た
、
天
明
七
年
に
鹿
島
藩
校
で
経
書
を
講
じ
た
記
載
（『
祐
徳
稲
荷
神
社
史
　
坤
　
続
編
鹿
島

誌
』）
が
あ
り
、
こ
の
頃
ま
で
の
生
存
が
確
か
め
ら
れ
る
。

7
尋
之
　
長
盈
に
、
社
司
八
幡
掃
部
を
尋
ね
さ
せ
た
の
意
。

8
阿
伏
兎
　
観
音
。
現
在
の
福
山
市
沼
隈
町
能
登
原
。
臨
済
宗
妙
心
寺
派
海
潮
山
盤
台
寺
の
こ
と
。
通

称
阿
伏
兔
観
音
。
観
音
は
花
山
法
皇
が
石
造
り
十
一
面
観
音
を
寄
進
し
た
と
伝
え
る
。

翻刻編 組見本

【収録】
影印編

翻刻編（翻刻・脚注）

〔解題〕
書誌／『席珍』の概要（進藤康子）

文人大名鍋島直郷（井上敏幸）

（約 60%縮小）

五

席
珍

　1
オ
・
ウ

●上段に翻刻本文を示し、下段に本文を読み解くための脚注を示す。

影印編 組見本 （約 55%縮小）

●原本全文のモノクロ影印を収録する。


